
 クイズの解説 

 第４回 ADHD （2019年7月9日 日本経済新聞掲載） 

 ＜ 正解  Ⅲ  じっと座っていられない＞ 

 ADHD（注意欠如／多動性障害）の特徴的な症状は、 「不注意」「多動性」「衝動性」の3つです。その子によって1つの特性あるいは2つの特性が強く出る場合もあれば、 
3つの特性すべてが強く出る場合もあり、どの特性が強く出るかによって、症状は大きく異なります。 
 

   不注意  忘れ物が多い、物をなくす、ミスが多い、気が散る、など 
 

   多動性  授業中などにじっと座っていられない、身体をモゾモゾ・クネクネさせる、高いところに登りたがる、など 
 

   衝動性  人の話にすぐに入り込む、順番を待てない、など 
 

 こうした症状が、家や学校だけでなく、どこにいても起き、それが普段の生活の妨げになることで、ADHDと診断されます。 
乳幼児期では動き回ることが多いものの、それほど問題にはなりませんが、学童期になり授業や集団の中で過ごすことが多くなると、落ち着きがない、じっと座っていられず動き回る、 
忘れ物が多いことで、問題行動として認識されてきます。 
 ただし、成長するに従い、これらの症状は軽減してきます。ADHDのお子さんは好奇心も旺盛で、行動力もあるので、大人になって事業で成功する人もいます。 
 得意なことを伸ばし、本人に自信をつけさせてあげることが大切です。 

ちなみにクイズの他回答は、下記病気の特徴的な症状です。 
 

 

Ⅰ 緊張するとお腹が痛くなる ：IBS（過敏性腸症候群）     → 健やかナビ 「第50回 過敏性腸症候群」 
 

Ⅱ 咳や痰が出て息切れがする：COPD（慢性閉塞性肺疾患） → 健やかナビ 「第26回 COPD」                                   

「健やか情報」ページに戻る トップページに戻る 
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